Reconsideration about Toyoju Sasaki : Her Personal History and the Activities of a Women\u27s Club called White Ribbon by 宇津 恭子 & Utsu Yasuko
佐 々 城 豊 寿 再考
- 生い立ちと婦人自標倶楽部の活動-























































































(｢佐 城々豊寿女史 (-)｣ 明治34年6月24日発行 『婦女新聞』掲載)
艶の姪にあたる相馬黒光は著書 『黙移』に,当時仙台で英語を知っていたのは,男子では
後の英学者斎藤秀三郎の父,女子では星艶の二人だけだったとしている｡そうであれば,艶















立女学校設立の計画を12月に布告する｡ また同月23日には吉益亮子 (15歳),上田悌子 (15









の一客を容る 所ゝなく,女史は遂に去って横浜に行き,米国人某の設立せる校 舎 に入 り
て,こゝに始めて其目的を達するに至りぬ｡
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ている｡
明治17年,女史が本支氏との問にあげたる男児病んで笈せり｡女史の哀傷たとふるに物




























らず｡ (｢佐々城豊寿女史 (二)｣ 明治34年7月1日発行 『婦女新聞』掲載)
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うんえん か がんいたず あ
吾々同胞の姉妹たるもの雲煩過限徒 らに之を看過せば豊に吾々姉妹が世に処するの一 大義









































ろのけがれ 身の垢を きよむるものは なになるぞ われらの胸の リボンこそ けがれ
しるし
を洗ふ 記章なれ｣,｢リボンは神の みはたなれ みはたかざして われわれは 神とわれ
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廃嫡運動の発祥地,群馬県では,そのころ県下28の青年団体を擁する上毛青年連合会が,
東京の島田三郎,厳木善治,婦人矯風会,婦人自標倶楽部,それに植木枝盛らの支援を受け





















































































































































































































































(18) 潮田 ｢回願と展望｣(『婦人新報』67号,明治35･ll)及び註 (3)潮田文｡












































(58) 潮田 ｢佐々城豊寿女史 (≡)｣(『婦女新聞』明治34･7･8)0
(59) 潮田 ｢佐々城豊寿女史 (四)｣(『婦女新聞』明治34･7･22)｡
(60) 松村介石 ｢女子徳を修むるの心得｣(『女学雑誌』241号,明治23･ll･29)0
